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要 旨

　筆者 らは既 報に お い て、つ ま み の 回転操作開 始時に お け る指

の 使用 状 況 を明 らか に し た。本報で は、その 結果 の 有効性 を確

認 す る ため、既 に 得 られ た指の 使用本数お よ び接触位置の デー

タ か ら、直径 と溝 の 数 お よ び位 置 が 異 な る12個 の つ ま みサ ン

プ ル を 作成 し、回転操作 実験 を 行 っ た。被験 者 は 40名 （男 性

22名 、女性 18名 〉 で 、操 作性 ・視 覚 的 イ メ
ー

ジ の 16項 目 に つ

い て、SD 尺度上 で評価 させ た。操 作性 につ い ては、指 の接 触

位置に 合わ せ て作成 した 断面 形状の 6種類の 方が、他の 6種類

よ り も総 合 的に 良 い 評価 を受 け 、デー
タ の 有効性 を示 す結 果 と

な っ た。次 に 、視 覚的 イ メ ージ に対 す る 評価 を因子 分析 した結

果、「力量性」　「活動性」　「美的整然性」の 3 因子 に 分 ける こ

とが で き た。こ れ らを軸 と して 、各 12サ ン プル の 散 布図 を作

成 した と こ ろ、第 3 因子 「美 的整然 性」 の 評価 が 高 い サ ン プ ル

が、必 ず し も操作性の 良い つ ま み で は な く、視覚的な 「美 し さ」

と操作 性 の 関係性 は 見 られ なか っ た 。

Summary

　In　the　preceding　papers，　we 　have　found　how 　peQple
use 　their　fingers　at　the　time　 when 　they　 start 　the　 rotary

control　of　knobs、　The　purpose　of　this　study 　was 　to　confirm

the　resuits 　of 　the　preceding 　papers．　ln　this　experiment 　of

rotary　control，　based 　on 　the　number 　and 　touching　points
of　fingers，　we 　used 　12test　sam ρles　 which 　have　the　dif−

terent　number 　of　groove．40　subiects （22　men ，18women ）

were 　asked 　to　evaluate 　16scales ，　about 　the　operability

and 　the　visual 　image ，　using 　the　Semantic 　D ｝fferential（SD｝

standard ．　Regarding 　operability ，　the　6　samples 　based 　on

the　 results 　of　preceding 　papers　 were 　evaluated 　better

synthetically ，　than　other 　6　samples ．　Then ，　the　factor　ana −

Iysis　revealed 　that　3　factors　in　visual 　image 　were
‘‘

dyn−

amism
’，
，
‘‘
activity

，，

　and
暉‘
aesthetic −orderl ゾ

，
．　 By　analysis

of　pb 賦ing　 sample 　 coordinates ，　 we 　found　that　the　sam −

ples，　which 　were 　evaluated 　high　in　the　3rd　factor
‘‘
aest −

hetic−orderly
”
，　didn

’t　always 　have　high　operab 日ity，

1、は じ め に

　円柱 の 回転 操 作 に お け る 指 の 使用状 況 が 、円柱の 直径変化に

よ っ て、どの よ うに推移 す る かを検 討す る ため、第 1報 ［注 1］

で は、操作台の 上面 につ まみ を設置 した 場合 につ い て実験 を行

い 、得 られ た画像か ら 「指の 使用 本数」　「指と円柱の接触位置」

に つ い て 検 討 を行 っ た。同様 に、第 2 報 ［注 2 ］で は、操 作台

の正 面 お よ び側 面 につ まみ を設 定した 場合 に つ い て 行 い 、上 面 ・

正 面 ・側面 の 三 設定 に お ける 実 験 結果 を比較する こ とで、各操

作条件で の 特性 を統計学 的に 考察 した。こ れ らをま とめた結 果、

設 置位 置 の 異 な る三 設 定そ れ ぞ れ に お い て、回転 操作 開始 時 に

使 用す る指 の 本 数が 変化する 境界値 を、相対的に 図示 し把握す

る こ と が で きた。また、円柱 の 直径 が増 大す るの に伴 っ て 、各

指の 接触位置が どの よ うに推移する か を二 次曲線で 近似 で き、

人間の 円柱 形対 象物 に 対 す る 回転操作 の 部分 的特 性 を明 らか に

した。しか し、こ れ まで の 実験 で は、手 指 と 操作 対象物 の 位置

関係の み を扱っ て い た た め、 「つ かみ やす さ」　「まわ しやす さ」

な どの 操作性、つ まみ 形 状 の 視 覚的イ メ
ー

ジ な ど、操作者の 感

覚的 データ を取 り上 げ る こ とが で きなか っ た。本 報 で は SD 法

を用い 、断面形状と大きさの 異 な るつ まみ サ ン プ ル に対 して、

操作性 と形状 の 視 覚 的 イ メ
ージ を調査 し、既 に 得 られ た結果 を

用 い て つ まみ の 形状 を設計する こ とが、実際の 製品 デザ イ ン に

有用 で あ る か を検 証 した。

2．操作 性 ・視覚的イ メ
ー

ジに 対する つ まみ の 評価 実 験

2．1．手 の 寸 法 と力 に 関 す る彼験者の 特性

　被験 者 は、工 業 デ ザ イ ン を専攻 す る 20〜21歳 の 学生40名 （男

性22名、女性18名）で 、右利きの 者 を対象 と した。表 1 に記

した手 の 各部 の 寸法 （手 長 ・手 幅
・
指長）は、実験後に撮影 し

た画 像か ら誤差を補正 した 後、モ ニ タ 上 で 計測 した。握 力 は握

力計、摘 み力 は 全て 第 1 指 （母指 ） と他 の 指 との 間で、ピ ン チ

メ ー
タ
ーを使 用 し、得 ら れ た も の で あ る。

　身長 と手長 の 相 関係数 は全体 で0．75、手長 と手幅も0．75で あっ

た。手長 と各指長で は、第 1指か ら順に0．63、0．81、082、0，82、
0．65 で 、第 3指お よ び第 4 指 との相 関 が 高 い 。手幅 と各指長 に

お い て は、い ず れ も0．60前後の 係 数を示 し、特 に 強い 関係 は 見
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表 1　 被験者の 属性

指　長 （mm ） 摘 みカ （kg・f）
身 　長

（mm ）

手 　長

（mm ）

手 　幅

（mm ） 第 1指 第 2 指 第 3 指 第 4 指 第 5 指

握　力

（kg ・D1 ．21 −31 ・41 −5

平均 165917480637076705537 ．67 ．56 ．73 ．82 ．1

標 準偏 差 84．09 ．35 ．55 ．44 、45 ．04 ．95 ．211 ．22 、92 、41 ．51 ．1

平均 （男） 171217984657278725646 ，19 、38 ．34 ．82 ．6

標準偏差 傷） 61．17 ．44 ユ 4，23 ．43 ．93 ．94 ．96 ．92 ．31 ．41 ユ 1．0

平均 （女） 159316875606873
　 …

675327 、24 ．94 、62 ．61 ．4

標準偏 差 （女） 56．97 ．？ 2．95 、44 ，54 ．7　 　　4．75 ．04 ．31 ．41 、6o ，90 ．7

被験 者 は、20〜22歳の 学生40名 （男性22名、女性18名）で、右利きの 者 を対象 と して 操作実験 を行っ た 。
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図 1　 回 転操作開始時に 使用 され る指の 本数の 推移 （上 面設 定） とサ ンプル の 内径

　図 2−1　サ ン プル の 断面形状 （指の 接触位置 に溝 が合 う場合）
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全ての サ ン プ ル で高さは 40mm

図 3−1　 サ ン プル の 寸法 （指の 接触位置 と溝 が合 う場 合 ）

られ なか っ た。握 力 と摘 み 力 で は 、第 1 指一第 2 指 で 0．75、第

1 指一第 3 指 お よ び 第 1 指一
第 4 指で 0．81、第 1指一第 5 指で

0．64と、比較的高い 係 数 を得 た。また、手 長 と握力 は0．64、手

幅 と握 力 で は 0．73で あ り、こ こ に記 した 相 関係 数 は、い ず れ も

p 〈 0、01で 統 計的 に 有 意 で あ っ た。表 1 と こ れ ら の 結果 を総 合

的に 見て、今回の実験に 参加 した 20〜21歳 の 男女 は、手 の寸法
・

握力 ・摘 み力等 に関 して、評価 実験 に適 さ ない よ うな 極端に偏 っ

た被験 者 で はない と判断 した。

22 ．つ ま み サ ン プ ル の 作 成

　つ まみ サ ン プ ル の 加工 は、ウ ォ ータージ ェ ッ トで 20mm 厚の

木材 を、同 じ形状 に 2 枚 ずつ 切り抜 き、それ らを重 ねて 接 着 し

た （各サ ン プ ル の 高 さ40mm ）。断面 形状 は、す で に得 ら れ た

指の 使 用本 数が 変化 す る 境界値 （図 1） お よ び 直径 毎 の 指 と円

柱 の 接 触位 置 を示 す 回帰 曲線 （図 2 ．1 、図 2・2 ）を参考 と し、
6 種類の 直径 を定 め （図 1）、そ れ ら を内径 とす る 円 に外接 す

る 小 円 （直径 20mm ）で 切 り抜 い た ［注 3］。回転 操 作開始時
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図 3−2　 サ ン プル の 寸法 （指の 接触位 置 と溝が 合わ な い 場 合 ）

の 指の 位置に合う溝の 断面 形状 と、そ うで ない もの を 2種類 ず

つ 作 成 したた め、サ ン プル は合計12種類 と な っ た。　（図 3 ．1、

図 3 ・2）

2，3．評 定用 紙

　分 析 の ための 評価語対 は、操作性お よ び視覚的 イ メ
ージ に つ

い て、表 2 の 順 で 評 定用 紙 に記 した。表記の 方法は、被験者の

判断力噸 序 の 影響を受けな い よ うに並べ 、い ずれ も＋ 3 （非常 に ）

＋2 （か な り） ＋1 （やや） 0 （どち らで もな い ）−1 （や や）−2 （か

な り）
−3 （非常 に ）の 7段階で 評価 させ た。

「操作性」 では、使 い や すい つ まみ の 設計に役立つ と思 われ る

評価語対 を選定 し、　「視覚的 イ メ
ージ」 に つ い て は SD 法か ら

因子 分析 を行 う上 で 有 効 と思 わ れ る 形容 詞 を、過去 の 文献 ［注

4 ］を参考と して 選択 した。

2．4．評価 実 験の 手順

　各被験者 は、12種類 の つ まみ サ ン プ ル に 対 して 立 位 で 、表

2 の 評価 語対 を 7段 階 で 評 価 した。床 か らつ まみ 上 底 まで 高 さ
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表 2　 操作性 お よび視覚的 イメ ージに対す る評価語対

　　　　　　　 ◆　操作性に つ い て　◆

　　　　　 右に 回 しや すい
一
右 に 回 しに くい

　　つ まみ （つ かみ）に くい 一
つ まみ （つ かみ ）やす い

　 　 　 　 　 触 り心地 が良 い 一触 り心 地 が悪 い

　　　回 転操 作 が 安定 しな い 一回 転操作 が 安定す る

回転 角 度 の 微調 整 が しやす い 一回転 角 度の 微 調整 が しに くい

　　　 各指が 収 ま りに くい 一各指が 収まりやすい

　 　 　大 きな角度 まで 回せ る
一小 さ な角度 し か 回 せ な い

　　　　　 左に 回 しに くい 一左 に 回 しやす い

◆　視 覚的 イ メ ージに つ い て 　◆

　　　　美 しい 一美 しくない

　　雑然と した 一
整然 と した

　存 在 感が あ る
一存在 感が な い

　 　 きゃ しゃ な 一丈 夫 な

　　　　繊 細な 一
無骨 な

　 　 　 　複雑 な 一
シ ン プル な

　 　 　 　動 的 な 一静 的 な

　　　　自然 な 一不自然な

は、前回 ［注 1］同様800mmに 合 わせ た。操作性 ・
視覚的 イメ

ー

ジ、つ まみ サ ン プ ル の 大きさ、サ ン プ ル の 溝の 位置 な ど、評価

の 順序は 、結果に影響を与え な い た め、全 て ラ ン ダ ム に な る よ

うに 配慮 した。また、評 価時 間に つ い て は制限 を与 えなか っ た。

評 定用 紙の記入 を終えた被験者は、握 力、摘 み力 を測 定 した後、

手の 各部寸法 を計測する ため、手の ひ らを写真撮影 し、実験 を

終 了 した。

2．5，解 析機 器 とデ ータ 処理 の 方法

　 7験階で 行っ た評価結果の デ
ー

タ は、1か ら 7 の 点数で 得点

化 し、平均 値 か ら イメ
ージプ ロ フ ィ

ール を作 成 した。次 に、視

覚的 イ メ
ー

ジ の 因子 を抽 出す るた め、主 因子 法 に よ る 因子 分析

を 行い 、バ リ マ ッ クス 回転後の 因子負荷量 を算 出 し た。因子数

は、累積寄与率が 70％ 以上、初期の 固有値が 1、0以 上 の 場合 で

決 定 した。本 実験 で の デ
ー

タ 処理 に は、StatSoft　STATISTICA

お よ び Microsoft 　Excel　2001 を使用 した。

3．結果 と考 察

3．1．操作性に 関する 評価結果

　調査 結果を ま とめ、各評 価項 目別 の イ メ
ージ プ ロ フ ィ

ー
ル を

作 成 し、指 の 接 触 位 置 を考慮 して 作 成 した サ ン プ ル A 〜F 、指

の 位 置 に合 わ ない よ うな断面 形状 に した A
’〜F

’
で 、操作性

に 関 す る 各評 価項 目 に つ い て 、そ の 違 い を考察 した。

（1）右 ・左 方 向へ の 回転 操作 性 に つ い て （図 4 団 圍）

　今 回 の つ まみ サ ン プル の 形状 は、右手で 右方向に 回転 させ た

場合の 指の 接触位置と使用本数を参考に作成 した もの で あっ た。

そ の ため、左 方 向の 操作性 に どの よ うな評価結果が得 られ た か、

またつ まみ の 大 きさの 違い 、性別 な どで どの よ うな 特徴 が 見 ら

れ る か に 着 目 した 。 右方向の 回転で は、BCD で 良い 評 価 が 得

られ、左方向で は 、BC で 評価が 高か っ た 。
い ずれの 回転方向

で もEE
’
、FF

！
で 評 価 の 差 は 見 られ なか っ た が、右方向の

F
’

で は 女 性 の 評 価 が 低 か っ た。両 方向の 回 転操 作 に お い て、

指の 接触位置に 合 わせ た A は、そ う で ない A
’
よ り も操 作 し に

く く、予想 外の 結果が 得 ら れ た 。 直径の も っ とも小 さ い A は 、

手 首 を使 わ ない 指 先の み に よ る 回転操作が 適 して い た た め、溝

を切 る よ りも円柱形 の もの の 方が 回 しやすか っ た と考え られ る 。

ま た、A
’
は 両 方向で 女性の 評 価が高か っ た。全体 を通 して B

〜E 、B
’〜E

’
で は右 方向の 方が や や 操作 しや すい と評価 さ

れ た。

（2 ）つ か み や す さ と 指の 収ま り に つ い て （図 4 圈圄 ）

　既報 の デ
ー

タが つ まみ 形状 の 設計 に役立つ か どうか を見る 上

で、これ らは重要 な評価項 目で あ っ た。つ かみ （つ まみ ） や す

さ に つ い て は、C が 最 も高い 評 価で 、特 に C と C
’
、D と D

’

で は 同 じ直径 で も溝の 切 り方で 明 らか な評価の 違い が 見られ た。

「つ か み （つ まみ）やす さ」 「各指の 収ま り」の 両方 の 項 目で、

B 〜F は B
’〜F

’
よ り上 の 評価が 得 られ 、特に AkF

’
は 「つ か

み （つ まみ ）や す さ」の D
〆
を除 く各 サ ン プ ル で 「どち らで も

な い 」 の 4 点 を下 回 っ た。A の つ まみ やす さは 女性 の 評価 が 低

く、全体平均が A
’
と同程度で あっ た 。 以上 の 2項 目の 評価結

果か ら、既報 デ
ー

タが 、つ か み や すい 断面形 状 の つ まみ を作成

す る の に 有効 で あ っ た と考 え られ る。

（3 ）触 り心地 と回転操作の 安定性 に つ い て （図 4圈囹）

　い ず れ の 項 目にお い て も、A 〜Fお よび A
’〜F

’
で 極端 な

違い は 見られ ず、直径の 大きさ以外に よ る 特性は確認で きない 。

C とC
’
は両項 目で 高い 評価 を得 た。A は 「触 り心地」A

’
は 「安

定性 」で 評価 が低 か っ た 。また、A と B の 「安 定性」 に つ い て

は 、男女の 評価が 分かれ た 。

（4 ）回 転 角度 と微 調 整の しや す さに つ い て （図 4 図 團）

　 ど ち らの 評価 項 目に 対 して も、C で最 も高い 評価が 得 られ 、

微調整の しや す さ に つ い て は、F の 評価 が 女性 の 場 合 で 高か っ

た。AkF
〆
で の 平均 値は、両項 目 につ い て 全て 4 点付近で 、

大きさに よ る 違い は ほ とん ど見 られ なか っ た。また、A は両 項

目で や や 評価 が低 く、F は 微 調整 の しやす さで や や高 か っ た。

　全 て の 操 作性 に関 す る 評 価 結果 を総 合 的に 見 る と、C の 評価

が い ずれ も5点前 後 で最 も良 く、A の 評価 が低か っ た。しか し、

「つ か み や すさ 」 と 「各指の 収 ま り」で は、指 の 接 触 位置 を考

慮 して 作 成 したサ ン プル A 〜F の 方が、指の 位置 に合 わ ない よ

うな 断面 形状 に し た AkF
’

よ り、良 い 評価 を得 られ、デ
ータ

の 有効 性 を 少 な か らず示 す結 果 と な っ た。

3．2．視覚 的 イ メ
ージに 関 する評 価結 果

　視覚的 イ メ
ージ に関 す る 調査 結果 をま とめ、各 評価 項 目別の
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表 3　 視覚的 イ メージの 因子 分 析結果 （バ リマ ッ クス 回 転後〉

因子 負荷量

評 価 項 目

因子 1　 因子 2 因子 3

無 骨 な ・繊 細 な 0．993 一〇．Ol40 ．050

丈 夫 な ・きゃ しゃ な 0．9820 ．172 一
〇．008

存在感が ある ・存在感が な い 0．806O ．5050288

動 的 な ．静 的 な 0．0680 ．9840 、004

複雑な ．
シ ン プ ル な 0．1160 ．8900 ．340

自然 な ．不 自然 な 0．054 一
〇．229 一〇．965

美 しい ．美 しくない
一〇．7100 ．154 一〇、655

整 然 と した ．雑 然 と した
一
〇．514 一

〇、457 一
〇．654

固 有値 4、6081 ．9511 ．191

寄与率 （％） 57．59724 、39214 ．885

累積 寄与 率 （％）
　　　 」
57、597　 81．98996 ．874
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2．0

図 6 −1 因子得 点に よる サ ン プル の 散布図 （第 1 因 子 ・第 2 因子 ）

イ メ ージ プ ロ フ ィ
ール を作成 し、大 きさ ・断面形 状 の 違 い に よ

る操作者の 各サ ン プ ル に 対する イ メ
ージ を考察 した 。

（1＞　「美 し さ」に つ い て （図 S 團 ）

　 BA
’
F
’

で 男 女の 評 価が 分 かれ た が、他 は ほ ぼ 性別 に よ ら

ず 同様の 平均値 が 得 られ た。B は 女 性 の 評価 が 高 く、A
’
F
’

は 男 性 の 評 価 が 高 か っ た。全体 で は CB
’
D
’
が 平 均 で 5 点近

い 得点 を得 た 。 また 、EE
’
、FF

’
の 直径が 大きな サ ン プ ル

は 「美 し さ」 と して 評価 が低 い 傾 向 に あ っ た。

（2）　「整 然性 」 に つ い て （図 5囮 ）

　溝の 切 り方に 関わ ら ず、A 〜F 、　 AkF
’
で ほ ぼ 同 じ よ うな

傾 向 を示 した。最 も大 き な FF
’

の 評価 が や や低 か っ た が、整

然 とし て い る か 雑然 と して い る か に つ い て は 特 に 区別さ れ ず、

男女 の 評価 の 違 い も、ほ とん ど見 られ なか っ た。

（3 ＞　「存在感」に つ い て （図 5 圃）

　 直径 が大 き くな る ほ ど 「存在感1 は増 した。また、E と E
’

で は女性の 評 価が高 く、男 女の 評価が 分か れ た。

（4 ）　「丈夫一き ゃ しゃ 」に つ い て （図 5 圍 ）

　直径 が 大 きなサ ン プ ル ほ ど 「丈夫」 なイ メ ージ を与えた 。 B

と B
〆

は 直径 が 同 じだが溝 の 切 り方の 違 い で 評 価 が大 き く分か

れ た。溝 の 数が 3 の B
’
に対 して、B は 6 で 尖端部が細 く、きゃ

し ゃ な 印象 を与 えた と 考 え られ る 。全 体 で 見 る と、E
’
F
’

の

丈夫 さが 印象的 だ っ た よ うで あ る。

（5）　「繊細一無骨 」 につ い て （図 5 圈 ）

　尖端 部 が 多 く細 い B が最 も繊 細 と感 じ られ た。全体的 に は 直

径の 大きな もの は 「無骨」、小 さ な もの は 「繊細」 と評価 され、

サ ン プ ル の 大 きさ の 影響 が うかが え る 。また、D お よ び A
’

で

は 男性 の 評価 が 低 く、男 女 の 評価 が 分 か れ た 。

（6 ）　「複雑
一

シ ン プル 」に つ い て （図 5囮 ）

　指 の 接 触位 置 に 合 わ せ る た め 溝 を多く切 っ た A 〜F の 方 が、

A
’〜F

’
よ りも各直径 の サ ン プル毎で 「複雑 1 と感 じられ た 。

A
’
B ℃

〆
は 直径 も小 さ く凹凸 も少 ない の で、か な り 「シ ン プ

ル 」 と評 価 され た。Bが 最 も 「複 雑」 と 感 じられ、また、　 E で

男女の 評 価が 分 か れ た 。

（7 ）　「動的一静 的」に つ い て （図 5囮 ）

　 「複雑．シ ン プ ル 」 の イ メ
ー

ジ プ ロ フ ィ
ー

ル と似 た 傾 向を示

したが 、平均得点の 数値で は各サ ンプ ル で 1点近 く高い 値で あ っ

た 。 や や 「複雑」 と評価 され たB は、や や 「動的」 と も評価さ

れた。

（8） 「自然
一
不 自然」に つ い て （図 5 囮）

　直径 が小 さ く、尖端 部が細 い A と B が や や不 自然 な印象 を与

え、CB
’
C
’

は や や 「自然」 と評価 され た。

3．3，視 覚 的 イ メ
ージに対 す る 因子分析の結 果

　サ ン プ ル A 〜F お よ び A
’〜F

’
に対 して 行 っ た視覚的 イ メ

ー

ジ に対 する 評価 実験 の 結果か ら、8 対 の 評価尺 度の 平均値 に基

づ い て、主 因子法に よる バ リマ ッ クス 回転の 因子分析 を行っ た 。

初期 の 固有値が1．0以 上で、回転後 の 累積 寄与 率が90％ を越 え、

そ の 結果、表 3 に記 した 3 つ の 因子 を抽出し た。これ ら 3 つ の

因子 に よ り、つ まみ サ ン プ ル の 形状 に 対 す る 視覚 的 イ メ
ージ の

搆造が 説 明で きる と判 断 した。

　過去 の 文献 ［注 4 ］ を参考 に、第 1 因子 （無骨な一繊 細 な ・

丈夫な一きゃ しゃ な ・存在感が ある一存在感が ない ）を 「力量 性」、

第 2 因子 （動的 な一静的 な ・複雑 な
一
シ ン プル な） を 「活動性」、

第 3 因子 （自然 な一
不 自然 な ・美 しい 一美 し く な い ・整然 と し

た 一雑 然 と し た ） を 「美的 整 然 性 」 と した 。寄 与 率 は 順 に 、
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図 6 −2 因子得 点に よ るサ ンプル の 散布図 （第 3 因子 一第 1因子）
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図 6−3 因子得 点に よ る サ ンプル の 散布 図 （第 3因子 一第 2因子）

57．5％、24．3％、14．8％ で 、つ ま み サ ン プ ル の 視 覚的 イメ
ージ

の 構 造 は、　「力量性」　「活動性」　「美 的整然 性」の 3 つ で 把握

され て い る と考え られ る。

　次 に 、各 因子 を軸 と した 因子 得点の 平均値 に よ る 散布 図 を作

成 し、A 〜F （白）お よ び A
’〜F

’
（黒 ） の 各 図 をプ ロ ッ ト

した。図 6 ・1 は 「力量 性
一
活動性」 を軸 と した空間 で 、大きさ

（力 量性 〉 と溝 の 数 （活動性）に よ っ て 上 下左 右に グル
ープが

形成 され て い る こ と が 分か る。図 6 ・2 は 「美的整然性一力量 性」

で、操 作性の 評価が 最も高か っ たサ ン プ ル C は、力量 性に 関係

な く美的整然性 が最 も低 い サ ン プ ル で あっ た 。 また、力量 性が

極 端 に異 なる A と F
’
は 、操作性で は比較 的低 い 評価 で あ っ た

に もか か わ ら ず、美 的整 然性 が 高い 空 間 に位 置 して い る。 「美

的整然性
一力量性 」の 空 間 は、サ ン プ ル の 直径 に よ っ て 大 ・中 ・

小 の 3 グ ル
ー

プ に 分けられ る の が 特 徴 で あ る。図 6・3 の 「美

的整然性一活動性」で は、特 に 際 だ っ た 特徴 は 見られ なか っ た。

（美 ・整 然 ・自然 ）」 の 3 因子 に分 ける こ とが で きた。こ れ ら

を軸 と して 、各 12 サ ン プ ル の 散 布 図 を作成 した と こ ろ、第 3

因子 「美 的整 然性 （美
・整 然 ・自然）」 の 評 価が 高い サ ン プル

が、必 ずし も操作性の 良い つ まみ で は な く、デ ザ イナーが作成

した 視覚的 に 「美 しい 」つ まみ が、操作 性の 悪い 形状 とな る場

合 もあ り得る と示唆 した。

　今 回の 結 果 で は 、操作性 と視覚的 イ メ ージ の 性別 に よ る違 い

が い くつ か のサ ン プル で 見 られた。操作性 で は 得点化する 際に、

女 性 の 方が 極 端 な評 価 を出 す傾 向 に あ り、AA
’
FF

’
で 顕 著

で あ っ た。操作 に負荷 を掛けて い ない ため、握力 ・摘 み 力 の 違

い に よ る 影響は考え られ ない 。しか し、手の 大きさや 日常使用

して い る 道具 の 違い に よ っ て 操作性 に対 す る 評価 で 性 差 が 出た

可 能 性は 否定で きな い 。今 後、他 の 設 置条件に つ い て もデ
ー

タ

の 有効性 を確 認 し、性差 に つ い て も深 く検討 す る こ とで 、製 品

デザ イ ン の た め の 資料 として 、そ の 価 値 を高め る 必要 が あ る 。

4．まとめ

　本研究で は 、回転操作 実験 か ら得 られ た 「開始時の 指の使用

本 数」お よび 「各指 と つ まみ の 接触位置 」の データを基に、操

作 しやす い で あ ろ うつ まみ サ ン プ ル と、そ うで な い サ ン プ ル を

6 種類ずつ 計12個 作 成 し評 価 実験 を 行 っ た。こ れ に よ り、既

報 データの つ まみ 設計 に対する 有効 性 を確認す る と共 に、各サ

ン プ ル に 対 す る被 験 者 の視 覚 的 イメ
ー

ジ を探 り、製 品 デ ザ イ ン

に役 立 て る こ と を 目的 と し た 。 操作 性 に 関 して は、特 に 「つ か

み （つ まみ ）や すさ」 と 「各指 の 収 ま り」 の 2 項 目に つ い て 、

直径が 最小 の サ ン プ ル A 以外 は、既報 ［注 1 ］ の 実験 結果 を基

に 作成 したサ ン プル の 方が、そ うで ない もの よ り評価 が高 く、

デ
ー

タ の 有効性 を示 す 結果 とな っ た。また、視覚的イ メ
ージ の

評 価結果 を因子分析 した 結果、そ の イ メ
ージ構 造 は 「力量性 （無

骨 ・丈夫 ・存在感 〉」　「活動性 （複雑 ・動 的）」　「美 的整 然性
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